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発 行 元

八 戸 駐 屯 地 後 援 会

編集協力

八戸駐屯地司令業務室

印 刷

㍿ 中 長 印 刷

八

戸

八
戸
駐
屯
地
後
援
会

会
長

坂
本

美
洋

駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
隊
員
、
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
、

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
中

国
に
よ
る
頻
繁
な
台
湾
周
辺
に
お
け
る
軍
事
演
習
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
領
空
侵
犯
等
、
ま
た
国
内
で
は
年
明
け
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
災
害
派
遣
等
自
衛
隊

へ
の
任
務
は
一
層
緊
迫
す
る
中
に
お
い
て
、
駐
屯
地
の

皆
様
に
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
た
め
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
後
援
会
は
本
年
も
駐
屯
地
各
部
隊
の
皆
様
が
安
心
し
て
任
務

に
ま
い
進
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

本
紙
を
通
じ
て
読
者
の
皆
様
に
対
し
、
任
務
に
ま
い
進
す
る
八
戸
駐
屯
地
部

隊
・
隊
員
の
真
摯
な
姿
を
お
伝
え
出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
協
賛
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
後
援
会
の
皆
様
に
対
し

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
駐
屯
地
各
部
隊
の
益
々
の
ご
発
展
と
隊
員
、
ご
家
族
並
び
に
ご
愛

読
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
重
ね
て
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第４地対艦ミサイル連隊長
兼ねて 八戸駐屯地司令
１等陸佐 梶田 穣路

八
戸
市
長

熊
谷

雄
一

八戸駐屯地
公式キャラクター
市川 ききょう 士長

新年あけまして
おめでとうございます！

今年も八戸駐屯地を
よろしくお願いします！

８８式地対艦誘導弾発射機の射撃準備

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
八
戸
駐
屯
地
及
び
隊

員
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
深
く
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
昨
年
11
月
に
駐
屯
地
の
隊
員
が
八
戸
演
習
場
に

お
い
て
一
時
行
方
不
明
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
に
多
大

な
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
同
種
事
案
の
再
発
防
止
と
関
係

機
関
等
と
の
情
報
共
有
態
勢
の
改
善
を
図
り
、
信
頼
さ

れ
る
自
衛
隊
・
駐
屯
地
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳
」
（
き
の
と

み
）
で
す
。

「
乙
」
（
き
の
と
）
は
、
草
木
の
幼
芽
が
成
長
し
き
れ

て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
「
巳
」
（
み
）
は
、
蛇
を
表

し
、
厳
し
く
困
難
な
状
況
に
粘
り
強
く
次
の
成
長
の
準

備
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
は
、
「
脱
皮
で
き
な
い
蛇
は
死

ぬ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
古
い
殻

に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
常
に
変
化
を
し
な
さ
い
と
い
っ
た

こ
と
の
よ
う
で
す
。
総
じ
て
「
乙
巳
」
で
あ
る
今
年
は
、

困
難
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
新
た
な
形
に
再
成

し
、
将
来
の
目
標
に
向
か
っ
て
準
備
す
る
重
要
時
期
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

駐
屯
地
の
部
隊
で
あ
る
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

は
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
も
あ
り
、
令
和
７
年
３
月

に
約
３
０
０
名
の
部
隊
と
し
て
４
個
中
隊
の
編
成
に
増

強
改
編
予
定
で
す
。
ま
さ
に
、
予
め
予
定
さ
れ
て
い
た

か
の
よ
う
に
こ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
今
及
び
将
来
の

脅
威
に
対
応
で
き
る
よ
う
再
成
し
ま
す
。
ま
た
、
八
戸

駐
屯
地
所
在
各
部
隊
も
成
長
す
る
蛇
の
よ
う
に
厳
し
く

複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
適
合
で
き
る
よ
う
、
着
実
に

そ
の
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
の
部
隊
・
隊
員
は
、
本
年
も
平
素
の
教

育
・
訓
練
を
通
じ
て
対
処
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
抑
止
力

の
向
上
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応
し
て
、
地
域

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
を
目
指
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
の
隊
員
と
御
家
族
の
皆
様
に
、
謹
ん
で

新
年
の
挨
拶
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

隊
員
の
皆
様
に
は
、
我
が
国
の
防
衛
は
も
と
よ
り
、

全
国
的
に
激
甚
化
・
多
発
化
す
る
大
規
模
災
害
に
お
け

る
救
助
・
復
旧
活
動
等
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り

経
緯
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

八
戸
市
は
、
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
並
び
に
海
上
自
衛
隊
第
２
航
空
群

と
の
間
で
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
避
難
場
所
等
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
お
り
、
昨
年
11
月
に
は
、
同
協
定
に
基
づ
き
、
陸
上
自
衛
隊
東
北

方
面
隊
主
催
の
「
み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
」
に
合
わ
せ
て
駐
屯
地
で
の
避
難
訓

練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
梶
田
駐
屯
地
司
令
を
始
め
、
隊
員
の
皆
様
か
ら
御

協
力
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
災
害
や
危
機
に
強
い
、
安
全
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
巨
大
地
震
に
伴
う
津
波
対
策
を
目
的
と
し
た
「
津
波
避
難
施
設
の
整
備

等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
策
定
を
定
め
、
頻
発
す
る
災
害
へ
の
対
策
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
八
戸
駐
屯
地
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
隊
員
並
び
に
御
家

族
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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駐屯地協力団体 年頭の辞

八

戸

市

防

災

訓

練

み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
２
０
２
４

公
益
社
団
法
人
隊
友
会

青
森
県
隊
友
会

三
八
地
域
支
部

支
部
長

小
笠
原

治
仁

八
戸
駐
屯
地
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
隊
員
並

び
に
御
家
族
の
皆
様
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
年
頭
に
当
た
り
八
戸
駐
屯
地

の
皆
様
に
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

任
務
に
邁
進
し
て
お
ら
れ
る
隊
員
及
び
そ
の
ご
家
族
の
皆

様
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
災
害
派
遣
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
隊
友
会
は
「
国
民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
」
と
し

て
自
衛
隊
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
所
属
部
隊
の
益
々
の
ご
発
展
と
隊
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
は
新
年
早
々
能
登
半
島
地
震
が
起
き
、
す
ぐ
さ
ま

派
遣
さ
れ
た
隊
員
、
春
ま
で
交
代
派
遣
さ
れ
た
隊
員
の
皆

様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

昨
年
春
、
第
５
高
射
特
科
群
が
再
編
さ
れ
今
年
も
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
が
再
編
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

11
月
に
は
駐
屯
地
に
て
家
族
支
援
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
共
、
訓
練
に
参
加
し
家
族
会
と
部
隊
と
の
つ
な

が
り
が
強
化
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
今
年
も
八
戸
市
自

衛
隊
家
族
会
は
八
戸
駐
屯
地
各
部
隊
に
激
励
支
援
で
き
る

よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
、
安
寧
の
１
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

自
衛
官
の
皆
様
方
に
は
、
市
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
す
た

め
日
夜
勤
務
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。結

び
に
八
戸
駐
屯
地
各
部
隊
の
益
々
の
ご
発
展
と
隊
員
、

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

青
森
県
自
衛
隊
家
族
会

三
八
地
区
協
議
会
八
戸
市
自
衛
隊
家
族
会

会
長

室
谷

格

八
戸
陣
太
鼓
は
、
令
和
６
年
9
月
21
日
（
土
）
に
宮

城
県
（
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台
）
に
お
い
て
東
北

方
面
隊
創
隊
64
周
年
記
念
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
に
船
岡
駐

屯
地
（
宮
城
県
）
の
船
岡
さ
く
ら
太
鼓
と
共
演
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
演
奏
を
し
た
後
、
2
個
チ
ー

ム
合
同
で
演
奏
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
15
日
（
金
）
・
16
日
（
土
）
に
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
た
令
和
６
年
度
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
に

も
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
か
ら
11
個
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
総
勢
１
５

０
名
で
演
奏
を
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
６
回
の
公
演
を

し
、
多
く
の
来
場
者
に
自
衛
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。令

和
7
年
の
新
春
を
迎
え
、
八
戸
駐
屯
地

の
皆
様
に
は
、
国
内
で
の
自
然
災
害
の
増
加
や
国
際
情
勢

の
変
化
が
み
ら
れ
る
中
、
日
夜
訓
練
に
精
励
し
、
激
し
い

職
務
を
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

当
協
力
会
で
は
、
本
年
も
地
域
住
民
と
自
衛
隊
の
架
け

橋
と
な
る
事
業
に
取
り
組
み
、
自
衛
隊
諸
活
動
の
さ
ら
な

る
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
戸
地
区
自
衛
隊
協
力
会

会
長

武
輪

俊
彦

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊
は
令
和
６
年
11
月
15
日

(

金
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま
で
大
規
模
災
害
訓
練
「
み
ち

の
く
ア
ラ
ー
ト
２
０
２
４
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
八
戸
駐
屯
地
は
、
八
戸
市
と
の
「
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
緊
急
避
難
場
所
等
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
く

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
本
訓
練
は
夜
間
に
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
想
定
で
、

市
民
が
一
時
避
難
場
所
ま
で
実
際
に
歩
き
、
避
難
経
路
を

確
認
し
ま
し
た
。
本
訓
練
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
協
力
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
10
月
26
日
（
土
）
に
、
八
戸
市
舘
鼻
岸
壁
で

「
令
和
６
年
度
八
戸
市
総
合
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
八
戸
市
の

民
間
団
体
や
消
防
な
ど
も
参
加
し
、
要
救
助
者
の
救
出
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
装
備
品
展
示
、

地
域
住
民
と
触
れ
合
う
場
面
も
見
ら
れ
る
な
ど
地
域
の

方
々
に
ご
理
解
を
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
の
防
災
訓
練
で
実
施
し

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
生
か
せ
る
よ
う
今
後
も
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

救出訓練

八戸市の消防等と連携

駐屯地内の避難標識

夜間における避難訓練

南

部

町

防

災

訓

練

令
和
６
年
11
月
24
日
（
日
）
、
南
部
町
に
お
い
て

「
南
部
町
総
合
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、
八
戸
駐
屯

地
は
自
衛
隊
の
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
の
装
備
品
展
示
と

隊
員
手
作
り
の
約
２
５
０
名
分
の
カ
レ
ー
の
炊
き
出
し

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
寒
い
中
で
し
た
が
多
く
の
地
元
住
民
が
参
加

し
、
カ
レ
ー
を
食
べ
て
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

隊員の手作りカレー！

装備品展示
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今

年

度

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

自

動

車

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

東

北

方

面

総

監

現

況

把

握

受

察

八
戸
駐
屯
地
で
は
、
令
和
６
年
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
八
戸
駐
屯
地

周
辺
の
中
学
校
・
高
校
、
13
校
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
及
び
八
戸
駐
屯
地
の
概
要
を
説

明
し
、
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る
装
備
品
に
触
れ
て
み
た
り
、
装
具
を
身
に

着
け
た
り
、
基
本
教
練
や
ロ
ー
プ
訓
練
、
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
装
備
品
な
ど

自
衛
隊
な
ら
で
は
の
内
容
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
自
衛
隊
に

対
し
よ
り
多
く
の
方
か
ら
ご
理
解
、
ご
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
29
日
（
日
）
ピ
ア
ド
ゥ
淀
の
館
周
辺
駐

車
場
に
て
、
八
戸
自
動
車
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
衛
生
車
両
や
対

空
レ
ー
ダ
ー
を
積
載
し
た
車
両
を
展
示
し
、
多
く
の
来
場

者
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

担架を体験する子供たち

対空レーダーを積載した車両

令
和
６
年
８
月
29
日
（
木
）
に
牛
嶋

築

総
監
が
八
戸
駐
屯

地
に
来
庁
し
、
現
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
牛
嶋
総
監
は
、
令
和

６
年
８
月
に
東
北
方
面
隊
の
総
監
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

現
況
把
握
で
は
、
八
戸
駐
屯
地
の
状
況
報
告
を
し
、
実
際
に
八

戸
駐
屯
地
の
各
部
隊
の
隊
舎
や
装
備
品
、
営
内
隊
舎
な
ど
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

陸

・

海

自

衛

隊

見

学

ツ

ア

ー

令
和
６
年
11
月
９
日
（
土
）
に
、
青
森
地
方
協
力
本

部
と
合
同
で
、
「
陸
・
海
自
衛
隊
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
装
備
品
や
隊
員
が
実
際
に
居
住
し
て
い
る

隊
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
同
世
代

の
自
衛
官
か
ら
直
接
話
を
聞
け
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

居住隊舎を見学する参加者

宿営天幕を見学する参加者

【
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

八
戸
地
区
合
同
援
護
調
整
所
】

1
等
陸
尉

石
倉

十
志
彰

（
令
和
６
年
10
月
31
日
付
）

准
陸
尉

市
川

浩

（
令
和
６
年
12
月
19
日
付
）

【
第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
】

准
陸
尉

押
切

悟

（
令
和
７
年
１
月
25
日
付
）

【
第
９
飛
行
隊
】

准
陸
尉

倉
内

明
彦

（
令
和
７
年
１
月
27
日
付
）

長年の勤務
お疲れ様でした！

准
陸
尉

坂
野

安
弘

（
令
和
６
年
12
月
20
日
付
）

【
第
９
後
方
支
援
連
隊
】

陸
曹
長

大
澤

哲

（
令
和
７
年
１
月
30
日
付
）

准
陸
尉

渡
部

宏

（
令
和
６
年
12
月
２
日
付
）

【
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
】

陸
曹
長

坂
野

栄
造

（
令
和
６
年
10
月
26
日
付
）

【
八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
】

准
陸
尉

和
田

純

（
令
和
６
年
10
月
４
日
付
）

【
第
５
高
射
特
科
群
】

1
等
陸
曹

宍
戸

賢

（
令
和
６
年
９
月
23
日
付
）

陸
曹
長

宮
下

雅
光

（
令
和
６
年
12
月
４
日
付
）

准
陸
尉

百
澤

仁

（
令
和
６
年
12
月
16
日
付
）

３
等
陸
尉

葛
西

仁

（
令
和
６
年
12
月
28
日
付
）

【
第
38
普
通
科
連
隊
】

1
等
陸
曹

川
向

政
利

（
令
和
６
年
10
月
26
日
付
）
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第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
９
施
設
大
隊
は
、
令
和
6
年
７
月
30
日
（
火
）
か

ら
９
月
16
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
ケ
ニ
ア
共
和
国
ナ
イ

ロ
ビ
に
お
い
て
、
令
和
6
年
度
国
連
三
角
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
訓
練
（
ケ
ニ
ア
）
に
操
作
教
官

と
し
て
派
遣
隊
員
４
名
を
参
加
さ
せ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
ア
フ
リ
カ
各
国
の
工
兵
要
員
に
対

し
て
施
設
機
械
操
作
の
指
導
法
等
を
教
育
し
、
施
設
機

械
操
作
の
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
参
加
隊
員
４
名
は
大
隊
で
培
っ
た
施
設
技

術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
道
路
補
修
等
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
宿
営
地
の
構
成
等
に
必
要
な
施
設
機
械
操
作
の
指

導
法
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
各
国
の
工
兵
要
員
に

習
得
さ
せ
、
約
１
カ
月
半
に
わ
た
る
任
務
を
見
事
完
遂

し
帰
国
し
ま
し
た
。

工 兵 要 員 に 対 す る
施 設 機 械 操 作 の 教 育

第
５
高
射
特
科
群
は
、
第
３

１
９
高
射
中
隊
に
対
し
、
令
和

６
年
10
月
16
日
（
水
）
か
ら
19

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
米
国
マ

グ
レ
ガ
ー
射
場
に
お
い
て
令
和

６
年
度
ホ
ー
ク
部
隊
実
射
訓
練

検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。
国
内

で
の
練
成
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
部
隊
の
任
務
達
成
能
力
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
部
隊

と
し
て
対
空
戦
闘
能
力
向
上
に

努
め
ま
す
。

第

５

高

射

特

科

群

第
９
後
方
支
援
連
隊

本検閲における優秀隊員の表彰

故障車を整備する第１整備大隊敵航空機に対して警戒する補給隊

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
６
年
９
月
23
日
（
月
）

か
ら
26
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
令
和
６
年
度
第
１
整
備
大

隊
及
び
補
給
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

統
裁
官
（
連
隊
長

齋
藤
１
佐
）
要
望
事
項
で
あ
る

「
部
隊
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
支
援
任
務
を
完
遂

せ
よ
」
「
領
域
横
断
作
戦
環
境
を
踏
ま
え
た
基
本
・
基
礎

を
確
行
せ
よ
」
「
安
全
管
理
の
徹
底
」
に
基
づ
き
、
昼
夜

の
寒
暖
差
が
大
き
い
厳
し
い
環
境
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
１
整
備
大
隊
長

（
工
藤
２
佐
）
、

補
給
隊
長
（
金
澤

３
佐
）
を
核
心
と

し
て
、
隊
員
一
人

ひ
と
り
が
持
て
る

力
を
十
二
分
に
発

揮
し
て
任
務
を
完

遂
し
ま
し
た
。
連

隊
は
、
引
き
続
き

練
成
訓
練
等
を
通

じ
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
に
対
応
し
て
任

務
を
完
遂
で
き
る

部
隊
の
育
成
に
努

め
る
所
存
で
す
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令
和
６
年
９
月
２

日
（
月
）
か
ら
５
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
八
戸
演
習
場

に
お
い
て
令
和
６
年
度
第
１
中
隊
及
び
連
隊
直
轄
部
隊

（
通
信
小
隊
）
訓
練
検
閲
を
「
離
島
侵
攻
対
処
に
お
け

る
島
嶼
に
展
開
し
た
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
内
射
撃
中

隊
及
び
通
信
小
隊
の
行
動
」
を
検
閲
課
目
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

状
況
開
始
直
後
か
ら
雷
を
伴
う
豪
雨
の
中
、
受
閲
部

隊
は
整
斉
と
偵
察
・
占
領
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
た
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

各
隊
員
は
高
い
士
気
と
強
い
精
神
力
を
も
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
敵
の
脅
威
を
克
服
し
て
健
在
し
、
対
艦
戦
闘
準
備
、

通
信
組
織
の
構
成
を
示
さ
れ
た
時
間
ま
で
に
完
整
さ
せ

る
と
と
も
に
、
対
艦
戦
闘
任
務
を
無
事
完
遂
し
、
東
北

方
面
隊
唯
一
の
対
海
上
火
力
戦
闘
部
隊
と
し
て
の
更
な

る
自
覚
と
誇
り
を
堅
持
し
ま
し
た
。

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
６
年
８
月

30
日
（
金
）
か
ら
９
月
７
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
静
内

対
空
射
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
令
和
６
年
度
Ｏ

Ｈ
ー
１

Ａ
Ａ
Ｍ
実
射
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
約
12

年
ぶ
り
の
Ａ
Ａ
Ｍ
実
射
訓
練
の
た
め
、
操
縦
士
・
整
備

員
共
に
綿
密
な
事
前
訓
練
を
実
施
し
、
万
全
の
態
勢
で

実
射
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、
１
件
の
事
故
・
不
安

全
も
な
く
実
射
訓
練
を
成
功
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
整
備
・
飛
行
訓
練
を
継
続
し
、
練
度

向
上
に
努
め
る
所
存
で
す
。

隊容検査

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

射撃準備良し！

有線構成をする隊員

第

９

施

設

大

隊

施設機械操作要領の展示

被 教 育 者 と の 親 睦
（ 国 立 公 園 ツ ア ー ）

駐
屯
地
業
務
隊
は
、
令
和
６
年
10
月
７
日
（
月
）
か

ら
８
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連

隊
と
協
同
し
て
出
動
準
備
訓
練
を
実
施
し
、
各
種
交
付

業
務
（
弾
薬
、
糧
食
及
び
燃
料
、
個
人
用
の
薬
品
交
付

要
領
）
及
び
引
継
ぎ
業
務
（
行
政
文
書
・
施
設
・
営
内

指
定
物
品
等
の
引
継
ぎ
要
領
及
び
そ
の
所
要
を
確
認
）

の
一
部
を
行
い
、
各
種
事
態
対
処
能
力
の
実
効
性
向
上

の
資
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
動
準
備
訓
練

指定物品の確認

営内指定物品
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第
38
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
・
４
中
隊
は
、
即
応
予

備
自
衛
官
に
対
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月
の
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
実
施
し
た
即
応
予

備
自
衛
官
招
集
訓
練
で
は
、
小
隊
対
抗
遭
遇
戦
を
実
施

し
、
小
隊
長
の
企
図
の
も
と
に
、
火
力
を
発
揮
し
て
緊

要
地
形
の
獲
得
、
目
標
奪
取
の
任
務
達
成
を
目
指
し
、

常
備
・
即
自
隊
員
の
団
結
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

四周を警戒し攻撃前進

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊
は
、
令
和
６
年
10
月

21
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
六
ケ
所
対

空
射
撃
場
で
行
わ
れ
た
12
・
７
㎜
重
機
関
銃
対
空
実
射

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
基
本
基
礎
動
作
を
徹
底
し
積
極
果
敢
に

各
種
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

機
関
銃
手
の
高
谷
３
曹
は
、
射
撃
を
命
中
さ
せ
た
功

績
に
よ
り
、
後
方
支
援
隊
長

尼
子
１
佐
か
ら
高
級
皮

手
袋
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
８
４
会
計
隊
は
令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）
か
ら

６
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
仙
台
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
東
北

方
面
会
計
隊
創
隊
65
周
年
記
念
行
事
及
び
持
続
走
競
技

会
・
球
技
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

隊
は
年
度
初
め
当
初
か
ら
持
続
走
３
位
入
賞
・
球
技
大

会
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
練
成
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
隊

員
個
々
に
目
標
タ
イ
ム
を
設
定
し
、
部
隊
の
名
誉
と
自
身

の
矜
持
に
掛
け
、
日
ご
ろ
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
ま
し
た
。
持
続
走
大
会
・
球
技
大
会
と
も
目
標
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
隊
員
個
々
の
努
力
が

隊
の
団
結
力
・
士
気
の
高
揚
に
大
き
く
助
長
し
ま
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
胸
に
隊
長
を
核
心
と
し
次
年
度
に
向
け
再

始
動
し
ま
し
た
。

第

１

２

３

地

区

警

務

隊

八

戸

派

遣

隊

第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派
遣
隊
は
、
令
和
６
年

９
月
21
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
全

国
で
実
施
さ
れ
た
「
令
和
６
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
に
お
い
て
、
八
戸
駐
屯
地
の
隊
員
に
対
し
、
交
通

安
全
指
導
等
を
行
い
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
及
び
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
隊
員
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
及
び
、
交
通
事
故
等
発
生
の
未
然
防
止
に
寄
与

し
ま
し
た
。

第

３

８

４

会

計

隊

第
９
飛
行
隊
は
、
令
和
６
年
９
月
15
日
（
日
）
か
ら
19

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
陸
自
と
仏
陸
軍
の
相
互
理
解
・
信

頼
関
係
の
強
化
を
目
的
と
す
る
Ｂ
Ｔ
24
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
39
普
通
科
連
隊
及
び
仏
陸
軍
と
共
に
空
中
機
動
作
戦

を
遂
行
し
ま
し
た
。
空
中
機
動
に
当
た
り
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
と
し
て
、
第
９
飛
行
隊
の
他
、
第
６
飛
行
隊
、

東
北
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
、
第
12
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
及

び
第
１
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
群
が
参
加
し
、
第
９
飛
行
隊

が
そ
の
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

空中機動

認識統一

第

９

飛

行

隊

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
、
令
和
６
年
10
月

４
日
（
金
）
（
事
前
走
）
及
び
10
月
10
日
（
木
）
東
北

方
面
後
方
支
援
隊
（
仙
台
）
で
実
施
さ
れ
た
持
続
走
競

技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

隊
員
は
年
度
開
始
以
降
計
画
的
に
様
々
な
厳
し
い
練

成
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
本
競
技
会
に
臨
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
駅
伝
優
勝
、
個
人
戦
を
含
む
総
合
優
勝
の

８
年
連
続
優
勝
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

12.7㎜重機関銃実射訓練

後方支援隊長よる表彰

来年も頑張ろう！

球技大会

Ｂ
Ｔ
（
ブ
リ
ュ
ネ
・
タ
カ
モ
リ
）
24

（
王
城
寺
・
岩
手
山
演
習
場
）

一生懸命走る隊員

8年連続総合優勝達成！

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

しっかり止まりましょう！

駐屯地パトロール中

第

38

普

通

科

連

隊

第

３

・

４

中

隊

影から敵を狙う隊員



広告

各 部 隊 の 活 動 状 況

八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第５高射特科群後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
高射ＤＳＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

住所 青森県八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８（２８）３１１１

 

第１４号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和７年１月１日 （６）

八戸駐屯地公式キャラクター
市川 ききょう士長です！
ＳＮＳ各種のフォロー

お願いします！

駐屯地の活動状況を逐次更新中☆
ぜひチェックしてみてください！

八戸駐屯地HP・フェイスブック・X
・インスタグラムをまとめたQRコードです！

🔍 八戸駐屯地 で検索！

東
北
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

東
北
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、
令
和
６
年

10
月
15
日
（
火
）
か
ら
17
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
令
和

６
年
度
駐
屯
地
気
象
現
地
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

青
森
・
弘
前
・
秋
田
の
各
駐
屯
地
に
在
籍
し
て
い
る

気
象
観
測
業
務
要
員
に
気
象
教
育
を
実
施
し
、
観
測
技

術
の
更
な
る
向
上
に
繋
が
る
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
東
北
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
に

対
す
る
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

器材の説明・点検

観測要領

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊
八
戸
派
遣
隊

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊
八
戸
派
遣
隊
は
、
令
和
６

年
９
月
24
日
（
火
）
に
海
上
自
衛
隊
八
戸
航
空
基
地
で

行
わ
れ
た
陸
海
空
合
同
の
基
地
通
信
所
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。

民
間
の
衛
星
器
材
で
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し

た
通
信
網
の
構
築
要
領
や
基
地
内
の
通
信
維
持
態
勢
な

ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
意
見
交
換
会
も
実

施
し
、
共
通
の
問
題
点
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
三
八
地
域
の
自
衛
隊
の
通
信
を

担
う
部
隊
と
し
て
、
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

中
央
輸
送
隊
第
２
方
面
分
遣
隊

第
２
端
末
地
業
務
班

クレーン操作

船内へコンテナ積載

令
和
６
年
10
月
16
日
（
水
）
か
ら
22
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

令
和
６
年
度
第
３
回
港
湾
荷
役
実
動
訓
練
を
白
老
港
で
実
施

し
ま
し
た
。

各
分
遣
隊
に
所
属
し
て
い
る
自
隊
荷
役
要
員
に
対
し
荷
役

の
練
度
向
上
を
図
る
た
め
民
間
業
者
か
ら
の
協
力
を
受
け
、

各
種
機
材
の
操
作
練
度
向
上
及
び
船
内
へ
の
コ
ン
テ
ナ
積

載
・
卸
下
要
領
等
、
技
術
向
上
に
繋
が
る
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

令
和
６
年
11
月
11
日
（
月
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

８
業
種
16
企
業
に
陸
海
空
自
衛
官
22
名
（
陸
自
18
名
、
海
自

２
名
、
空
自
２
名
）
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。

各
企
業
等
に
お
け
る
就
業
体
験
に
よ
り
、
再
就
職
先
と
な

り
得
る
職
域
の
拡
大
及
び
早
期
離
職
防
止
の
一
助
と
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
に
自
衛
隊
員
の
有

効
性
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通信網の研修

陸海空自衛官で記念撮影

就業体験①

就業体験②

自

衛

隊

青

森

地

方

協

力

本

部

八

戸

地

区

合

同

援

護

調

整

所

◎協賛金額

一口 ￥１０，０００（７cm×７cm）

◎連絡先
八戸駐屯地司令業務室 広報班
０１７８（２８）３１１１（内線 ２０６８）
pr-4ssmr-nea@inet.gsdf.mod.go.jp

自衛隊青森地方協力本部八戸地区
合同援護調整所長

1等陸尉 石倉 十志彰
（令和６年10月31日付）定年退官

自衛隊青森地方協力本部八戸地区
合同援護調整所長

1等陸尉 田村 慎二
（令和６年11月１日付）
自衛隊青森地方協力本部（八戸）から


